
マンスリーTAワークショップ 

脚本なんかこわくない

1960年代の演劇、『バージニア・ウルフなんかこわくない』。 

ブロードウェイで上演され、賞を総なめにした傑作です。 

エリザベス・テイラーとリチャード・バートンの主演で映画にもなりました。 

 

この芝居、登場人物は二組の夫婦のみ。 

最初から最後まで激しい「ゲーム」の応酬続き。 

両夫婦とも「脚本」まっしぐらに駆け抜けて、迎えるは衝撃的な破綻の結末。 

 

この演劇に限らず、ドラマというのは「ゲーム」に満ち満ちていますね。 

舞台や映画で観るぶんには、「ゲーム」は激しければ激しいほど面白い。 

しかし毎日の生活のなかで引き起こされる「ゲーム」は、苦痛でしかありません。 

エキセントリックな「ゲーム」に彩られた脚本は、人々の心を揺さぶりますが、 

リアルな人生上の「脚本」は、不快な「ゲーム」の連続で、ただただ私たちを消耗させます。 

 

「バージニア・ウルフなんかこわくない」はイギリスのマザーグースの童謡です。 

ウルフ(狼)と高名な小説家の名をかけたダジャレっぽい題名ですが、 

まあ、端的に言えば、「狼なんかこわくない」ってところですかね。 

無邪気に歌っているうちが花。そのうち狼はコワ～くなる。 

「脚本」もTVや映画で眺めてれば対岸の火事。 

ふとおのれのリアルに目を向ければ、やっぱりコワ～い！ 

◆日時 2024年5月12日(日)～2025年4月13日(日)  

◇毎月第2日曜日開講、14：00～17：00 全12回 

(5/12、6/9、7/14、8/11、9/8、10/13、11/10、12/8、1/12、2/9、3/9、4/13) 

     ※都合により、変更することがあります。 

◆場所 Zoomによるオンライン開催 

◇講師 新地 加奈枝(キャリア・サポート・ネットワーク代表) 

◆受講料 40,000円(非会員の方は受講料の他に年会費6,000円が必要です) 

    ※前年度から継続でご参加の方は30,000円、単発でのご参加は4,000円/回となります。 

詳しくはお問い合わせください。 

 

◇申込方法 電話、メールで受け付けます。 

    (メールの場合、講座名「TA講座」、氏名、住所、連絡先を明記してください) 

 

 ＜講座料振込先＞ 三菱東京 UFJ 銀行 東恵比寿支店 普通 4568772 

 特定非営利活動法人 キャリア・サポート・ネットワーク 理事 新地加奈枝 

（ATM 及びネット振込の場合（トクヒ）キャリアサポートネットとなります） 

 

 ＜問合せ＞ 特定非営利活動法人キャリア・サポート・ネットワーク 

〒150-0013 渋谷区恵比寿3-24-2      TEL:03-3473-4938 

Eメール：mail@npocsn.jp ホームページ：http://www.npocsn.jp/ 


